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　私に対する皆さんの印象はお酒を飲んでゴルフばか
りしているお気楽な教授ということでほぼ定着してい
ますので，いまさら趣味といっても何を書こうかなと
思っています。最初にこのコーナーを書かれた春間　
賢先生とは1年弱の間，同じ病院で働いたことがあり
ます。私が後輩でして，“金魚のうんこ”と言われる
くらい病院にいる間中くっつき歩いていました。消化
器内視鏡検査，病理診断をはじめとして，いろいろ教
えていただきました。そのときはなぜだか（おそらく
春間先生と一緒だったのが原因）たいへん暇で時間が
あり，おかげでゴルフだけは上達したのですが，2人
で昼から喫茶店で時間をつぶすことが多かったような
気がします。医師になって2年目の私にとって暇であ
ることは決して楽しい経験ではなく，こんなことでい
いのだろうかという毎日でした。ですから“暇よりも
忙しい方がまだいい”というのが春間先生からの1番
の教えだと思っていますので，その後少々忙しくても
あまり気にならなくなりました。最近になっていろい
ろ役職をしますと挨拶がわりに「お忙しいでしょう，
たいへんでしょう」と聞かれますが，そのときは「そ
んなことないですよ」と答えることにしています。春
間先生の教えが生きていると思っています。
　ひそかな趣味ということになるとなかなか思いつき
ませんが，どうでもいいこと，誰も関心のないことに
比較的熱中するということでしょうか。若いころから
よくしていたのが，適当に電車に乗って（場合によっ
てはヒッチハイクで）適当なところまで行き，適当な
旅館に泊まって帰ってくることでした。電車に乗って
いて1番困るのは車掌さんが来て行先はどちらですか
と聞かれることで，「適当です」と答えると困った顔
をしますので，とりあえず終点までといって切符を買っ
ています。行先を地図などで探して行くわけでもあり
ませんし，地名を手帳につけるわけでもありませんし，
写真をとったり絵を描いたりして記録に残すわけでも
ありませんので，後になってどこに行ったかもほとん
ど覚えていないのですが，教授になって講演の機会を

いただきもう1度行くといつか来たことがあるなと思
い出します。かつては宿泊先の町で寿司屋によく入り
ました。常連客数人と主人となぜか犬などの動物がい
る素朴な寿司屋が大好きです。そういう店を見つけて
常連客や寿司屋の大将と一緒に飲むのは本当に楽しく，
ついつい深酒になってしまいます。最初は誰が来たの
かと警戒されることも多いのですが，酒が進むにつれ
て医師（医学生）であること，ふらりと一旅であるこ
とを言いますと，自分や家族の健康のこと，どの医療
機関がいいかに始まり，テレビ放送のこと，健康食品
のこと，話のタネは尽きなくなります。私の場合は次
の日に前日のことはほとんど覚えていませんので，と
いうか飲んで寝てしまうと忘れてしまいますので，同
じことを繰り返してもそれなりに新鮮で楽しんでいま
す。最近では田舎町の寿司屋が少なくなり，高級そう
な寿司屋か回転寿司ばかりになってしまいました。素
朴な寿司屋にはなかなかたどりつけなくなりました。
寿司屋が減ったこともあり，また，テレビでも似たよ
うな旅番組が増えてきましたので，なんとなく気恥ず
かしくなり，このようなことをする機会が減りました。
最近では休みになると女房には大学に仕事に行くと言っ
て佐賀県内のお寺や神社を見てまわっています。佐賀
市内のお寺はなかなか敷居が高くて入りにくく，地方
に行くと半分荒れた神社が多くてボッとしておくには
絶好の場所でお気に入りです。神社や寺の歴史となる
と面白く本屋などでそれなりに調べてみるのですが，
特にメモするわけでも，写真を撮るわけでもありませ
んので，すぐに忘れてしまいます。最近では佐賀県多
久市の妙覚寺や高野神社を訪ねています。妙覚寺は行
基が700年代に聖武天皇の命で建立したようで現在は
天台宗の寺となっているようですが，何度か火災に遭っ
ていて，今はひっそりとしていました。高野神社の方
は，それより後に建立されたことは覚えているのです
が，その他の詳しいことは忘れてしまいました。
　女房と旅行するときも基本的には宿を予約せずに行っ
ていましたが，彼女も宿泊先の予約なしの旅行は賛同
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